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統括公文書専門官（評価選別担当）付

令和５年度採用（一般職（大卒）・行政）

総務課総括係

令和６年度採用（一般職（大卒）・行政）

↓詳細は当館HPをご覧ください↓ お問い合わせ先

先輩職員メッセージ① 先輩職員メッセージ②

　当館の業務に関する専門的知識等を全く持た

ない状態で入りましたが、今年度はアーカイブ

ズに直接的に関わる業務を担当しています。幅

広い学びがあり、休暇も取りやすいため、充実

した日々を送っています。

　私は主に、館内外の連絡調整等に従事しておりま

す。国立公文書館で働かなければ、経験できない業

務にも携われます。業務で行き詰まっても、周りの

方々が丁寧に教えてくださり、日々感謝を感じなが

ら、取り組んでいます。

新館の開館  採用後の処遇

　新たな国立公文書館が、国会議事堂、最高裁

判所、各行政機関といった、国の立法・司法・

行政の三権が集中するエリアに、令和11年度末

に開館予定です。国のかたちや国家の記憶を伝

え将来につなぐ「場」としての機能を果たすこ

となどが求められており、国立公文書館が国民

により身近な存在になるよう取組を進めていま

す。

　

　

　勤務地は、北の丸本館又はつくば分館です（新館

開館後は新館を含みます。）。内閣府等への出向の

機会もあります。

　組織の運営部門を中心に経験をつみながら、希望

や適性等を考慮し、公文書の保存・利用に関する業

務などにも携わっていただく予定です。

　公文書の管理や資料の保存・利用について学ぶ機

会もあります。採用時に専門的な知識や資格は求め

られません。

職員数・ワークライフバランス

　約200人の職員（非常勤含む）が在籍しており、女

性が半数以上を占めています。休暇制度も充実して

いるほか、テレワーク等の活用を推進するなど、働

きやすい職場です。

独立行政法人 　 記録を守る、

　 未来に活かす。

　公文書は、民主主義の根幹を支える国民共有の知的資源

　国立公文書館（内閣府所管の独立行政法人）は、国の行政機関等の公文書管理を支え、

　歴史資料として重要な公文書を保存し、展示等により一般の利用に供しています
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